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モデルプロジェクト

主な研究：
・新型コロナ感染拡大に関連する消費行動研究
・認知症等高齢者の消費行動特性や消費者トラブ
ルに関する調査研究
・デジタル社会における消費者法制の国際比較法研
究（国際共同研究）

主なプロジェクト：
・SNSを活用した消費生活相談の実証
・高齢者等の見守りネットワークの取組モデル構築
・特別支援学校向け消費者教育教材の全国展開に向
けた試行・検証
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消費者庁 新未来創造戦略本部の組織と取組

センター長

国際消費者政策研究
徳島等の実証フィールドを活用して先駆的な取組の試行
や施策効果の検証等を実施。

デジタル化や高齢化等の社会情勢の変化による新しい
課題等に関する消費者政策研究を実施。

消費者庁長官（本部長）東 京

新未来創造戦略本部
（徳島）

働き方改革

非常時バックアップ

プロジェクトや研究の成果は国際シンポジウム等により世界に発信

関係
課室等 本部次長（審議官）

国際消費者政策研究
センター

実証グループ
国際消費者政策研究

グループ

（本部総括室）
設置日
令和２年７月３０日

設置場所
徳島県庁舎１０階
（徳島県徳島市万代町１丁目１番地）



一般的な事業者 悪質事業者

配慮を要する消費者

一般的な消費者

消費者政策の基本的方向

これまでの消費者政策の主なターゲット

→より柔軟で多様な政策手法
→関係省庁、事業者、業界団体等、
多様な主体との連携強化

消費者・事業者の協働による
経済社会構造の変革

デジタル化や
緊急時等への対応

〈消費者政策の範囲の広がり〉

・高齢化
・成年年齢の引下げ
・外国人対応
・災害時・感染症拡大時
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エシカル消費とは
エシカル消費とは、地域の活性化や雇用なども含む、人や社会・環境に配慮した

消費行動のこと。
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エシカル消費を実践できる場面

商品・サービスを
選択するとき

買物をするとき

買ったものを
使う・処分するとき

・誰がどこで作ったのか、
お店までどのように運ばれてきたのか、
地球環境に優しいか、
人の暮らしを守って作られているか
などを調べて選ぶ

・必要な人が他にもいることを想像する
・必要な分だけを買う

・一度使用した後もシェアやリサイクル
などをする

・大切に長く使う



５

サステナブルファッション推進に向けて

社会的課題に気付き、日々の買物を通して、
その課題解決のために自分で何ができるのか考えてみる

商品が届くまでの背景や廃棄された後の影響を考え、
課題解決につながるモノやサービスを利用する

エシカル消費
の第一歩

「デザイン」「価格」＋
「エシカル消費」

エシカル消費
の実践

ファッション
を楽しむ際に
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